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１．総括

昨年とは異なり、初日が欠航による空港宿泊という大きなアクシデントに見舞われた中、その後は、大きな

ケガや事故もなく無事に終えることができた。事前の準備は、協会関係者との交渉などが必要なことから札

幌近郊に住んでいる引率者が中心となったため、次年度についても、札幌市外の引率者を多く当てること

は困難であると感じた。今年も選手16名に対して4名の指導者体制を敷くことは大変手厚く、選手の様子や

ゲーム内容をしっかりと把握することができた。また、現地での移動が公共交通機関を使用することが多い

ので、今回の指導者体制（人数）が望ましい。

前述の通り、今年度は悪天候による25時間遅れの搭乗となり、空港のロビーに宿泊することになった。そ

こでの待ち時間は、選手達にとって大変窮屈な時間となったが、文句も言わず我慢している姿は立派であ

った。国際線は通常の食糧確保が困難であり、欠航後に近隣のホテルの宿泊も難しいことから、空港での

宿泊を余儀なくされた。空港では配布用の毛布が足りず、自衛隊の方の緊急援助により全員に毛布が配ら

れた。自衛隊の方への協力、感謝も感じることもでき、貴重な体験となった。若干の体調不良者が出たも

の、翌日、無事台湾へ出発することができた。

台湾選手のレベルはチーム（学校）により異なるものの、中学・高校の選手は北海道の選手と同等の力が

ある。予定変更により、練習時間が1日少なくなったこともあるが、台湾高校女子の選手が少なく、1日の試

合数が満足に確保できなかったのが気がかりであった。台湾選手は、特に男子が体幹の強さが見られ、安

定した動きが確立されており、ショットの力強さが感じされた。特にダブルスにおいてはレシーブの堅さもあ

り、北海道の選手とはレベルの差があるように感じた。

今年も台湾選手は淡々と試合をこなす選手が多かったが、勝負どころで声を出し、ガッツポーズを出す

選手が多々いた。特に1ゲーム目は相手の選手の出方を見て、2ゲーム目から別人のようにスピードを上

げ、その変化に北海道選手は対応できず、ファイナルゲームまでいくと負ける展開が多かった。昨年から課

題としている「対応力」について、まだ克服できていない点が感じられた。

今年も海外交流事業の実施に際し、中華全民羽球發展協會會長の吳俊彥氏を始め、副會長の賴聯旺

氏など協会関係者には多大なご協力をいただいた。北海道選手団を温かく迎え入れていただき、とても良

好な関係の中で本事業が実施できたと感じている。また、予定変更になっているなか25日の夕食時には吳

俊彥氏と吳氏の母親にもかけつけていただき、歓迎会に出席していただいた。さらに、夕食時に同行して

いただいた台湾ﾖﾈｯｸｽ社の蔣志麟氏が世界ランカーのリーチョンエイ選手に電話をしてくださり、選手達に

生声でメッセージをいただけた。大変貴重な体験であり、選手全員が感動していた。

今回の遠征でも台湾協会の通訳の余明珠氏が朝から晩まで付きっきりで行動を共にし、コーディネート

してくれたおかげで何不自由なく過ごすことができた。練習時には昨年度同様通訳の謝卉俐氏が、相手チ

ームとの交渉・調整をしてくれ、試合の進行役も務めてくれた。この2名の協力があったからこそ、遠征事業

を無事に終えることがで

きたものと大変感謝して

いる。

このような海外交流事

業を今後も継続して実施

し、北海道のバドミントン

の発展とレベル向上を図

っていかなければならな

い。



２．参加者名簿

【高校男子】

伊藤 虎之介 池田 佑介 橘 聖弥 及川 きらり

ＩＴＯ ＴＯＲＡＮＯＳＵＫＥ IKEDA YUSUKE TACHIBANA SEIYA OIKAWA KIRARI

(札幌第一高校) (札幌第一高校) (旭川実業高校) (札幌龍谷学園高校)

【高校女子】

西尾 樹莉 山口 貴子 内山 真希 村田 梨於

NISHIO JURI ＹAMAGUCHI TAKAKO UCHIYAMA MAKI MURATA RIO

(とわの森三愛高校) (とわの森三愛高校) (深川西高校) (とわの森三愛高校)

【中学男子】

木野 舜悟 細岡 虎哲 岡田 文太 丸山 拓海

KINO SHUNGO HOSOOKA KOTETSU OKADA BUNTA MARUYAMA TAKUMI

(札幌市立北野中学） （岩見沢市立光陵中学） （深川市立一已中学） （帯広市立第一中学）

【中学女子】

村田 葵羽 開発 茉子 髙見 優里 安東 紗弥

MURATA AOHA KAIHATSU MAKO TAKAMI YURI ANDO SAYA

（札幌市立啓明中学） （岩見沢市立光陵中学） （旭川市立春光台中学） （北海道教育大学附属

釧路中学）



３．旅程表4. 全日程行動表
月 地区名 現 地 交通手段 行 程 食 事

日 時 間 朝 昼 夜

1 12/23 新千歳空港 10：00 新千歳空港１F ANA団体出発ロビー 集合、(両替） ― 各自 歓 迎

（金） 11：30 BR-165便 搭乗手続・手荷物預け 会（レ

新千歳空港 12：00 出国審査 ストラ

13：00 BR-165便 エバー航空165便 ン）

台北桃園空港 16：40 台北桃園空港到着 入国審査

17：40 貸切バス 空港からホテルに移動

18：40 徒歩 ホテルチェックイン、荷物を預け歓迎会会場へ移動

19：00 レストランで歓迎会（好記レストラン）

台北市 21：30 徒歩 歓迎会終了、ホテルに戻る、ミーティング

22：30 就寝

2 12/24 台北市 6：30 起床 ホ テ 体育 外食

（土） 7：00 朝食 ホテル ル 館で

8:00 バス バスで体育館に移動（台北市体育館） お弁

9：00 交流練習会開始（後綜高校・豊原中学） 当

16：30 バス 練習終了、バスでホテルに戻る

18：00 夕食

21：00 翌日準備

22：00 ミーティング・終了後就寝

3 12/25 台北市 6：30 起床 ホ テ 体育 外食

（日） 7：00 朝食 ホテル ル 館で

8:00 バス バスで体育館に移動（台北市体育館） お弁

9：00 交流練習会開始（松山高校・中山中学） 当

16：30 バス 練習終了、バスでホテルに戻る

18：00 夕食

21：00 翌日準備

22：00 ミーティング・終了後就寝

4 12/26 台北市 6：30 起床 ホ テ 体育 ジ ン

（月） 7：00 朝食 ホテル ル 館で ギスカ

8:30 徒歩 徒歩で体育館に移動（中山中学校体育館） お弁 ンレス

9：00 交流練習会開始（松山高校・中山中学校） 当 トラン

12：00 練習終了、昼食

13：00 市内観光

18：00 送別会（ジンギスカンレストラン）

21：00 翌日準備、ミーティング・終了後就寝

5 12/27 ホテル 6:30 貸切バス ホテルチェックアウト、貸切バスにて空港に移動 お 弁 ― ―

（火） 台北桃園 7：30 朝食（お弁当） 当

空港 9：30 ＢＲ-116 搭乗手続・手荷物預け・出国審査 エバー航空

新千歳空港 14：05 便 116便

新千歳空港到着、解散



月 地区名 現 地 交通手段 行程 食 事

日 時間 朝 昼 夜

1 12/23 新千歳空港 10：00 新千歳空港１F ANA団体出発ロビー 集合 ― 各自 各自

（金） 11：30 搭乗手続・手荷物預け

新千歳空港 12：00 出国審査

13：00 BR-165便 悪天候のため遅延

20：00 BR-165便 悪天候のため欠航決定

21：30 各自空港で夕食

22：30 空港で就寝準備

24：00 空港ロビーで就寝

2 12/24 新千歳空港 6：00 起床 空港 機内 外食

（土） 7：00 朝食 空港レストランで朝食 食

8:00

14：00 出国手続

20：00 ＢＲ－165便 ＢＲ－165便搭乗

台北市 21：00 台北桃園空港到着 入国審査

21：40 バス 空港からホテルに移動

22：40 ホテルチェックイン・夕食

23：00 ミーティング・就寝

3 12/25 台北市 6：30 起床 ホ テ 体育 歓 迎

（日） 7：00 朝食 ホテル ル 館で 会（ホ

8:00 バス バスで体育館に移動（台北市体育館） お弁 テ ル

9：00 交流練習会開始（松山高校・中山中学） 当 バ イ

16：30 バス 練習終了、バスでホテルに戻る キ ン

18：00 夕食（歓迎会） グ）

21：00 翌日準備

22：00 ミーティング・就寝

4 12/26 台北市 6：30 起床 ホ テ 体育 ジ ン

（月） 6：50 朝食 ホテル ル 館で ギスカ

7:30 地下鉄 地下鉄で体育館に移動（中山中学校体育館） お弁 ンレス

9：00 交流練習会開始（中山高校・中山中学校） 当 トラン

16：30 地下鉄 練習終了、地下鉄でホテルに戻る

18：00 送別会（ジンギスカンレストラン）

20：30 市内お土産買い物

22：00 ミーティング・就寝

5 12/27 ホテル 6:30 貸切バス ホテルチェックアウト、貸切バスにて空港に移動 お 弁 機内 ―

（火） 台北桃園 7：30 朝食（お弁当） 当 食

空港 10：40 搭乗手続・手荷物預け・出国審査

新千歳空港 15：40 ＢＲ-116便 エバー航空116便

新千歳空港到着、解散



５．試合結果

12月25日 台北総合体育館 1日目 【中学生・男子シングルス】
木野舜悟 1 22 － 20 2 陳品文 岡田文大 2 19 － 21 1 頼䆜宬

19 － 21 21 － 17
19 － 21 21 － 19

細岡虎哲 1 17 － 21 2 陳品文 丸山拓海 0 18 － 21 2 張又元

21 － 16 14 － 21
15 － 21 －

岡田文大 0 11 － 21 2 頼䆜宬 丸山拓海 0 11 － 21 2 林芫平

8 － 21 19 － 21

細岡虎哲 2 21 － 8 0 簡妟安 木野舜悟 1 18 － 21 1 張又元

21 － 9 21 － 16

【中学生・男子ダブルス】
木野舜悟 0 12 － 21 2 陳品文 岡田文大 2 21 － 16 0 陳子亦

細岡虎哲 19 － 21 張又元 丸山拓海 21 － 17 陳彥樺

木野舜悟 2 22 － 20 0 林毅祥

細岡虎哲 21 － 12 頼品達

【中学生・女子シングルス】
高見優里 0 19 － 21 2 丁雅芸 村田葵羽 0 12 － 21 2 許秝楹

10 － 21 21 － 23

安東紗弥 2 21 － 17 0 李雨璇 開発茉子 0 9 － 21 2 丁雅芸

21 － 11 7 － 21

高見優里 2 23 － 21 0 簡綵琳 安東紗弥 1 21 － 15 1 許秝楹

22 － 20 12 － 21

村田葵羽 2 21 － 19 0 陳柔慈 開発茉子 2 21 － 7 0 齋億

21 － 19 21 － 6

【中学生・女子ダブルス】
村田葵羽 1 4 － 21 1 周仲庭 高見優里 1 21 － 12 1 林羽珮

開発茉子 21 － 15 楊家榕 安東紗弥 20 － 22 陳虹宇



【高校生・男子シングルス】
池田佑介 2 21 － 12 0 李岳融 橘聖弥 2 21 － 10 0 蘇柏瑋

21 － 19 21 － 19

及川きらり 2 21 － 10 0 李岳融 伊藤虎之介 0 22 － 24 2 蘇柏瑋

22 － 20 16 － 21

池田佑介 1 19 － 21 2 邱國明 橘聖弥 0 11 － 21 2 李岳融

21 － 16 24 － 26
17 － 21 －

及川きらり 1 12 － 21 1 曹立元

21 － 19

【高校生・男子ダブルス】
池田佑介 2 21 － 16 0 李岳融 橘聖弥 2 21 － 10 0 邱國明

伊藤虎之介 26 － 24 蘇柏瑋 及川きらり 23 － 21 陳両杉

池田佑介 0 19 － 21 2 邱國明 橘聖弥 2 21 － 18 0 曹立元

伊藤虎之介 14 － 21 陳両杉 及川きらり 23 － 21 蘇柏瑋

【高校生・女子シングルス】
内山真希 1 21 － 15 2 游婕 西尾樹莉 0 19 － 21 2 賴怡婷

14 － 21 8 － 21
17 21

【高校生・女子ダブルス】
西尾樹莉 2 21 － 4 0 游婕 内山真希 1 21 － 11 2 游婕

山口貴子 21 － 19 賴怡婷 村田梨於 17 － 21 賴怡婷

15 － 21



12月26日 2日目 松山中高体育館 【中学生・男子シングルス】
木野舜悟 2 11 － 21 1 謝啟陞 岡田文大 2 15 － 21 1 林彥均

21 － 19 21 － 19
22 － 20 21 － 14

細岡虎哲 2 19 － 21 1 林栢鋐 丸山拓海 0 11 － 21 2 林致任

21 － 6 15 － 21
21 － 18 －

木野舜悟 2 21 － 18 0 林彥均 細岡虎哲 2 18 － 21 1 陳品文

21 － 11 21 － 19
－ 21 － 12

丸山拓海 0 14 － 21 2 黃鈺

19 － 21

【中学生・男子ダブルス】
木野舜悟 0 13 － 21 2 林彥均 細岡虎哲 0 17 － 21 2 林栢鋐

岡田文大 17 － 21 林致任 丸山拓海 13 － 21 謝啟陞

細岡虎哲 2 19 － 21 1 林彥劭 木野舜悟 2 21 － 14 0 黄干豪

丸山拓海 21 － 9 張吉 岡田文大 28 － 26 吳子翟

21 17

【中学生・女子シングルス】
高見優里 1 21 － 18 2 簡綵琳 村田葵羽 2 21 － 16 0 陳彥穎

18 － 21 21 － 12
16 － 21

安東紗弥 0 14 － 21 2 王思敏 開発茉子 2 17 － 21 1 蘇欣美

16 － 21 21 － 19
22 － 20

高見優里 2 19 － 21 1 周仲庭 開発茉子 2 21 － 7 0 林芷均

21 － 14 23 － 21
22 － 20 －

村田葵羽 0 20 － 22 2 丁雅芸

12 － 21

【中学生・女子ダブルス】
高見優里 0 14 － 21 2 吳宣佩 高見優里 0 10 － 21 2 周仲庭

開発茉子 11 － 21 周仲庭 開発茉子 11 － 21 李雨璇



【高校生・男子シングルス】
池田佑介 2 21 － 19 0 曽泓翔 橘聖弥 1 21 － 14 2 黃子耀

21 － 20 14 － 21
12 － 21

及川きらり 0 18 － 21 2 邱國明 伊藤虎之介 1 21 － 17 2 陳龍

16 － 21 19 － 21
16 － 21

池田佑介 2 21 － 16 0 黃子耀 橘聖弥 2 21 － 14 1 曽泓翔

21 － 11 17 － 21
21 － 14

及川きらり 2 21 － 14 1 陳龍

21 － 11 伊藤虎之介 2 15 － 21 1 黃鈺

21 － 12
池田佑介 1 21 － 17 1 邱國明 26 － 24

17 － 21

【高校生・男子ダブルス】
池田佑介 2 21 － 13 0 陳龍 橘聖弥 2 21 － 12 0 黃子耀

伊藤虎之介 24 － 22 邱國明 及川きらり 23 － 14 曽泓翔

池田佑介 2 21 － 18 1 李栢辰 橘聖弥 2 21 － 19 0 邱國明

伊藤虎之介 21 － 23 陳龍 及川きらり 21 － 10 曽泓翔

21 － 18 －

【高校生・女子シングルス】
内山真希 2 21 － 12 0 楊穎琦 西尾樹莉 2 21 － 15 0 魏婉亦

21 － 13 21 － 10

山口貴子 2 21 － 15 0 涷俐羽 内山真希 2 21 － 9 0 林純安

21 － 11 21 － 11

西尾樹莉 2 21 － 14 0 楊穎琦 山口貴子 1 20 － 22 2 王思敏

23 － 21 21 － 18
18 － 21

【高校生・女子ダブルス】
西尾樹莉 2 21 － 18 0 林純安 内山真希 2 21 － 17 0 張珈瑄

山口貴子 21 － 11 涷俐羽 村田梨於 21 － 18 楊穎琦

西尾樹莉 2 21 － 17 0 張珈瑄 内山真希 2 21 － 12 0 林純安

山口貴子 21 － 16 楊穎琦 村田梨於 21 － 17 涷俐羽



６．現地の環境

１）宿泊施設

今年も「第一大飯店」というホテルで、幹線道路に面した場所にあり、飲食店やコンビニエンスストア（セブン

イレブンやファミリーマート）なども近くにあり便利である。繁華街が近いため、人通りも多く賑やかな場所であ

る。ホテル内は日本の通常のビジネスホテルの雰囲気だが、日本のホテルのように隅々まで清掃が行き届い

ているわけではない。近隣にはコインランドリーがなかったため、洗濯は手洗いで対応せざるを得なかったが、

多くの海外遠征では日常的に行われていることなので、良い経験となった。また、貴重品の管理について、パ

スポートに関しては、全員フロント横の金庫で保管させた。その他の現金等の貴重品は高校生については自

己管理とさせたが、中学生はコーチの人達が現金を保管することもあった。今年も事故はなかったが、治安の

良い国とはいえ、部屋のドアを開けっぱなしにすることや、ノックに対して不用意にドアを開けることは慎んだ

方が良い。

２）食事

朝食、夕食に関しては、殆どがバイキングであったため、香辛料の匂いが強い食べ物等は避けることができ

ていたが、2日間の昼食時には、台湾協会からお弁当が用意され、慣れない香辛料の匂いがきつかったこと

から、完食が困難な生徒が多数いた。主食である白飯、蒸しパン、食パンは日本とはあまり変化はなく、普段

通り食べることができていた。さらに、現地の人より水道水の飲用を控えるように言われていたことからコンビニ

で多めに飲み物を購入し、対応していた。また、体育館ではミネラルウォーターが台湾協会より用意されてい

たため、飲み水に関しては不自由することはなかった。

３）移動

北海道・新千歳空港から台湾・台北桃園空港までの飛行時間は、行きと帰りで多少違うものの、4時間前後

である。出入国審査と荷物の預けや受け取りに時間を要するため、時間に余裕を持って行動する必要があ

る。台北桃園空港からホテル（第一大飯店）までは、ガイド付きの貸し切りバスで移動し約1時間で到着した。

練習場所までは今年はバスと地下鉄での移動となった。地下鉄の移動の際に出退勤時と重なると混雑する

ため、列を長く作っていると乗り遅れることがあったので、引率者の中で注意を喚起した方が良い。また、地下

鉄では飲食厳禁のため、罰金制度がある。気軽に飲み物、飴・等を食べることには注意を促す必要がある。地

下鉄やバスを利用するにあたっても、ホテルから徒歩3分以内で乗車することができたので、移動しやすかっ

た。



４）言語や文化

常時2人の通訳が行動を共にしてくれたので、特段不便を感じることはなかった。今年度は空港からホテル

まで現地のガイドをつけていただいていたので、飛行機のチェックの際にも不自由することがなかった。飲食

店やコンビニエンスストアなどでは、日本語はほとんど通じないが、支払いなどのやり取りは身振り手振りで対

応可能である。接客は日本のように親切ではないが、最低限のことはしてくれる。また、コンビニエンスストアで

はレジ袋が有料であるため、買い物にはバック等を持って行くことを推奨する。

行動した範囲においては交通量が多く、特に二輪車（バイク及びスクーター）の数が多い。道路は右側通

行であることと、車や二輪車が歩行者優先の意識が薄いので、特に夜間は慎重に行動した方が良い。

５）練習環境

予定変更により、2日間の練習となってしまった。初日は台北市体育館の2面（午後から4面）で練習。2日目

は中山中高校体育館4面で練習。台北市体育館は日本の体育館と同じ雰囲気であり、外観は大変立派だ

が、体育館内は外靴のままフロアに入ることや、清掃が行き届いていないことで日本ほど清潔感のある体育館

ではない。しかし、会長杯大会の審判員の方達が１日目の交流試合全ての試合の主審を引き受けて下さり、

緊張感の有る試合を行うことが出来た。中山中高校体育館では道内の小学校ぐらいの規模の体育館であり、

天井が異常に低かった。しかし、昨年はコンクリートの上に薄いクッションフロア（ゴム）のような柔らかい素材を

敷いた体育館であり、選手達は足への衝撃を気にしていたようであったが、中山中高校は通常の木製の床で

足への衝撃はなかった。

今年もどちらの体育館も飲用の水道水はなく、自動販売機は設置されていない。前日に飲み物を十分な量

準備しておく必要がある環境であった。

６）その他

今年度の遠征期間中の台北市の気候は、快晴で気温は25度前後であり、大変過ごしやすい。体育館内も

暖かく、指導者も半袖で十分であった。朝晩も気温が高く薄手のアウターがあれば充分であった。

物価は日本とあまり変わらないか、多少安いくらいである。中学生は事前に日本で換金を済ませていたが、

高校生は現地のホテルで換金をするものが大半であり、1元（台湾ドル）＝3.96円で換金した。新千歳空港で

行うと＝4.32円での換金であったので、現地で換金する方が得である。また、台北桃園空港の両替所での換

金率が一番安いようであったので、次年度にはより損のない換金方法を考慮する必要がある。

今回も昨年同様、選手の小遣いは2万円以内としたが、予定変更により観光等もなくなったので多かったよ

うに感じる。台湾ドルを余していた選手が多く、日本に帰国して円に換金していた生徒が数名いた。そこで更

に手数料が発生するので、なるべく換金をしなくて済む額を指導できれば良かったと感じた。



７．台湾協会の方との交流

予定していた23日の歓迎会がキャンセルとなり、台湾選手との交流会は出来なくなってしまったが、25日に

「兄弟大飯店」にて中華全民羽球發展協會會長の吳俊彥氏を始め、副會長の賴聯旺氏など多くの関係者の

方々に出席をいただき、歓迎していただいた。

練習では毎回開始式を行い、協会関係者の挨拶や選手同士の握手、記念撮影を行った。

最終日の歓送会では、副會長の賴聯旺氏を始め台湾協会の方々が参加してくれた。

８．次年度実施に向けた改善点

次年度も継続して実施することを前提に、より充実した海外交流事業にするため、今回の反省を踏まえ、以

下のとおり改善点を挙げる。

① 悪天候時の緊急対応の対策

想定外の悪天候により、当日出国することができなくなった。国際線は国内線よりも欠航が決まりにくいた

め、より柔軟な対応することが求められ、空港に宿泊する場合の対策、千歳空港近郊のホテルへの宿泊、

食事の面のサポート等、想定内で対策を考えていた方が現地での行動がとりやすい。もし、空港内で宿泊

する場合も、食事の手配や空港の上にある温泉の利用についてなど考えておいた方が良い。

② 台湾の高校女子選手の増員

予定変更により24日の練習がキャンセルとなったこともあるが、今回は台湾の高校女子選手の参加人数

が少なかった。今回は両日とも高校女子は2名しかおらず、台湾の中学生と対戦する高校生も多かった。台

湾の高校女子の連戦も厳しいことから、1日単複1試合ずつしかできない生徒もいた。男子は少なくとも4試

合は確保できていたので、次年度については高校女子の一定の人員確保を検討していただきたい。

③ 台湾ドルの換金方法

前述でも紹介したが、台湾ドルの換金方法について検討した方が良い。日本で換金することにより手数

料が高くつき無駄な支出をすることは確実である。事前に何処で、どのように換金するのがベストなのか対

応を考えていく必要がある。

④ 観光等の異文化体験

異文化に触れ他国を知ることは選手の成長に大きな影響を与え、今後世界で戦う選手を育成するうえで

も大切なことである。当初、観光は予定表に組まれていたが、欠航の影響で急遽日程変更となったため、練

習ゲームを延長してもらった。次年度こそは機会があれば、現地の名所観光や文化体験をすることを検討

しても良い。

⑤ 引率者の特定

昨年も同様だが、引率者が札幌近郊にいなければ、事前の準備、打ち合わせ等に集まることが困難で

ある。また、遠征先へのお土産等を運搬することなども、札幌近郊の引率者でなければ、不都合が多く、次

年度についても、札幌近郊の引率者は数名いた方が良い。
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